




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































拾デおのめ子つ、凝るあとはに,ｈＬ象ルい火、ｉⅡ'’て外境。つい、すはて，卜当しい廷にてつ'’そ息る補､ざ初える的つ､て的bllりこにす旗にな社にいい（）群 iii與五ざ選力、会Ｉ）てと何 わ、所にらわま択っシｌ）Ｉ、ぱそ」〕. ！'上六よかちなしたス包正近れの
つの対経にタトテ的硴似はもす－，
て職象憐岐部ムにな的、とぺ効
対度のシ適環のも現な将でき*
象に完〆手境外限状も来（ﾉ）かを
認
識
が
リ
ァ
リ
テ
ィ
不
足
に
お
ち
い
る
こ
と
へ
と
隣
接
し
て
い
る
。
対
象
を
そ
の
細
部
に
お
い
て
的
碓
に
と
ら
え
、
そ
れ
を
シ
ス
テ
ム
工
学
的
手
法
の
使
え
る
モ
デ
ル
へ
と
翻
訳
す
る
こ
と
は
存
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
事
実
、
実
際
に
社
会
工
学
的
実
践
に
携
っ
た
研
究
者
や
災
務
家
か
ら
、
一
つ
の
具
体
的
問
題
の
複
雑
さ
に
対
比
し
て
の
シ
ス
テ
ム
工
学
的
手
法
の
限
界
が
繰
り
返
し
か
た
ら
れ
て
い
る
。
「
目
標
そ
の
も
の
が
単
純
で
か
つ
矛
盾
す
る
要
素
が
な
く
、
ま
た
数
最
的
に
表
現
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
助
け
を
か
り
た
シ
ス
テ
ム
分
析
は
問
題
解
決
に
最
も
適
し
て
い
よ
う
。
し
か
し都市問題には、Ⅲ標のなかの砿要要素がこのような維蛾に合うものが少なく、またそれを単なる数値に隆きかえ
（川）
てしまうと、本当の問題点というものがとかくあいまいになってしまうこともありうるのだ」。
社
会
工
学
的
制
禦
が
成
功
し
た
場
合
、
そ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
工
学
的
知
織
と
は
ち
が
っ
た
水
準
で
、
社
会
的
現
実
に
つ
い
て
の
膨
大
な質的に彫りの深い認識がまず硫保されていたから可能だったのである。その内捧は課題の性質に応じて、社会学
的
、
経
済
学
的
、
人
口
学
的
、
生
態
学
的
等
の
多
様
な
知
識
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
い
わ
ば
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
工
学
的
手
法
が
適
所
に
お
い
て
駆
使
さ
れ
る
場
合
に
、
制
禦
努
力
が
実
効
性
を
持
ち
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
象
及
び
環
境
に
つ
い
て
の
的
硴
な
認
織
を
得
る
こ
と
の
技
術
的
困
難
さ
に
規
定
さ
れ
て
、
妓
適
手
段
選
択
も
一
つ
の
限界問題とならざるをえない。
川
社
会
工
学
に
と
っ
て
の
第
三
の
限
界
問
題
で
あ
る
「
制
御
の
実
効
性
問
題
」
と
は
、
社
会
工
学
の
担
い
手
の
制
禦
努
力
が
そ
の
意
図
ど
お
り
の
効
果
を
あ
げ
る
保
証
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
社
会
工
学
の
担
い
手
が
一
定
の
資
源
動
員
力
や
社
会
的
行
為
に
対する一定の規制力を持っていたとしても、第三節で見たように、その直接的対象たる諸主体（団）や随伴帰結を
被
る
諸
主
体
（
艶
、
駒
…
…
則
）
が
、
自
己
の
利
害
を
守
る
た
め
に
独
自
の
主
体
性
に
も
と
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
的
な
行
為
（
抵
社
会
工
学
の
領
域
仮
説
と
限
界
問
題
五七
異ののず理はリ対をＵ）の市大抗
質固モ画（５）的なにルリを火災Ｈ１１部すた・
で有デｉｉｉｉｌこいお禦存行行論農ると妨
あのルせ以解・いの易しを」芝地とえ害
D性のざ上消制て災によ？1｛はにいば．
、質適るのし禦で効はう眼、宅う、修社基lii礫$Ｍ鷲禁l舵キ“Ｅ＃艦
工来かなＩこの効。－でてい性みは不求学
学すとい、で性だ応き（りてを課、経・のにるい゜社あIMIがＷｉＭな、も持税経済行領全もうつ会る題、仰いそ、つを済の為域瀧ⅧボエＷＭｊ:(Ｍ繩繩ﾎﾟｼﾞｾﾞ性で然、学をあ的こは会兆るでよがえすに源ｌ限期る要れ、二l：（ｲﾐ（ﾉ）あつたられは｜こン界
待｡ＩＲＩらそ学（ﾉ）はるてだれば、iill（の１１りすこにののに力、。既ちる、つ税変題
るのよ’Ｉ（形とが火ｉＯに゜農とを化
素よっ邪式つどは利災だ地に十等
朴うてＩＩＩｌ的て１１，政益効がか確る、-／
なに生題な－ｌＧＲ１ｆｉと的、ら認こを
期見じ’よ雑つどシＩｌｉｌｌなこ宅ざと行
待てる、木の１，ス減Iliリの地れにう
がくｔＩＩｉｌｌ特｜Ｉ（大テさ禦上へてよか
過るの禦微ＶＩＬし人」しとうのいつら
刺とで努そ１Ｍ’よにる〕くな転るてで
j01社は力の巡りお諦呪｜|：摸゜公あ
待会なのＩｊでとい主ざ会がま謀る
で問〈ｌｕのあ（）て体せ工促たを゜
あ題、いにる、宏へる学進、防
るの主手根こ安定こわ的さ大」１１
こ困体の拠と定Ｉ`Iリのけ知れ都十
と難１級づは的な例でｌｉＭｌるＴｌｊオＬ
はさ容済け、支文ではがＩ土にぱ
1ﾘｌは体’'1りらどｉＩｉＩ１ｎｄはなあずお、
ら工ＩＩＬ１能れ（'）がと、いりでけ社
か学係力てよ’１１い企｡、ある会
で的のや、ウリ１１１う業なしる宅全
あ問朴１ク(１１三な的特やぜか、地体
ろ題瓦’'１９つ 文に定腿なしと供と
うの性能の配Ｉｉ１（'）ｌR；ら、い給し
゜因と力型形１１ｹ条Ｍ｜、いうをて
態的｜'|：難いのの体こぐ命実の
さう不ＩｌｌのＩこが熱れつ題現経と社足界ｂｒＦｌＭ１、-／「，かもす済五八は会と１１１１と１１ｉ係の二の、る的
原シか題で‐|‐さ’'10つ三1ｉｊａた余
理ス、に（）おれ杭の体ｌＵｌめ類Ｉ
的テ側た、’1}しる、政が政には
にム別えＤｉ（３１１１’1（ｂ（箙そ箙都ｊＰ１
るのいわ’１１；妥に
(4)－，|Ｉ（｡(31る､当は(2)
木製ポパぞｌｌｌｌＩＬ＃胸
鑿辮繊llll縮；蝋NiミＷ打雌,|:す#鰐“ガルi続謨lliiilli:lilllilitl蝋１１灘と鍵，MIjミギii1〈的ぅ
ｌｎ１抗Ｉｉｉｌｌｌあ段司でな｛騨峨iiiii
1l繩曉幽織WI3iii許を睡鼎Ｈｉｌｌ：１１鰄鯏
、1１に認る）との城は
的’'１微をＩこ不仮、
冊来能えか可説厳
紡す力なか能の梅
以上の本稿を通して確認されたことを粧珊しておこう。
川
社
会
工
学
的
実
践
と
は
、
広
綻
の
社
会
計
伽
的
志
向
の
中
で
も
、
制
禦
主
体
と
そ
の
杵
休
と
の
関
係
に
関
し
て
、
工
学
と
川
型
的な恢域仮説を、すなわち一方向的な主体↓容体関係を想定する立場である。その中でも社会工学とは、対象認識
のためのモデル柵成と妓適手段発見に際して、システムエ学の発想と論皿を使いつつ、社会問題を解決しようとす
る試みである。 ま
と
め
社
会
工
学
の
領
域
仮
説
と
限
界
問
題
六○
の範囲内で検討を進めたものであり、「限界問題」についても、たんに制禦の担い手の視角からのみ検討された。
だがこれらは、本稿冒頭で提起されたような社会工学をどう評価すべきかという課題にとっては、第一歩の作業に
とどまるものである。より大切なのは、社会工学（的実践）の経験的担い手がどのような性質の主体であるかを分
析すること、それにもとづいて実際に存在する社会工学（的実践）の射秘と限界性さ向には危険性を、担い手とは
異なる視角から具体的に湾察することである。これらが、本稿を蛾礎としてその延僅上になされるべき次の課題と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（２）少・ゴ。（８口巨口ｇ円げの○・：ロ繭ｏ｝の一ｍ・｛ョの⑪［・３ｍ・・］・一・巴・巳『○（岡田・川中仙訳『社会学の再生を求めて』一九
七八年、新曜社）Ｉ部第二章を参照。
（３）システム工学とその手法についての入門的文献としては、渡辺茂・須賀雅夫『システム工学とは何か（改訂版）』一九
七七年、日本放送出版協会、刀根蕪『オペレーションズ・リサーチ読本』一九七○年、ｎ本評論社、がある。
（１）社会工学に
応
川
』
一
九
七
経済新川社）。
これに対し社会工学が象微十濁ような「道共的班性」の社会全休への浸透に対する徹底した批判としては田・員閂２ｍの・
○口のＬ】：ロの〕。□昌菖目．Ｂ震（生松散三・一一一沢謙一訳『一次元的人剛』一九七Ｎ年、河川譜房新社）が著粕である。ま
た社会システムに対する制禦が全体主義的なものになる危険性に対する危機意識の文学的表現としては、○・○３．」一・
Ｚご§のご国頭ケミー同０日・巳も（新庄哲夫訳『一九八四年』（『世界ＳＦ全集、第十巻』一九六八年、早川書房、所収））があ
る
◎ 主●●
Ｊ
社会工学に対する川符をこめた細介としては次のものがある。林雄一一川、片方灘桁『社会工学社会システムの理論と
川』一九七一年、筑隙非一例。○・四の一日ｇ⑭・・厨一日：ゲゴ・一・国・己の①（香山健一訳『社会工学の力法』一九六九年、ｎ本
（７）尻・”・勺○℃周一
訳諜一○二瓦。
（８）（９）、。ｍの
研究所畑、前川
（川）これは、シマ
片方善沿、前蜘
（４）これらの那例についての文献としては以下のものがある。大曲恵一・満洲保・山川圭一編耕、『社会開発プロジェクト
の展開アメリカにおける社会工学的アプローチ』一九七二年、講談社。科学技術庁編『社会システムとシステム工学』
一九七七年、大蔵樹印刷局。野村総合研究所編『ポリシィ・アナリシスの実際』一九七三年、Ⅱ不経済新川社。羽原糠太
郎「システム工学と経徴システム」（祈爪他『社会システム識計の悦服』（『辮服价報社会科学』節六巻第Ⅲ分冊）、一九七七
年、学習研究社、所収）。Ｃ・伊・嵩８口。；の日一・円ケロロ目ＢＢＯ『◎露骨ご召（大来佐武郎朧択『成災の限界』一九七二
年、ダイヤモンド社）。金子太郎綱『ＰＰ旧Ｓの鵬礎知激』一九六九年、金融財政獅愉研究会。
（５）たとえば香山健一氏は次のように記している。「システム工学の成功に象徴される現代の向然科学技術の髄くべき精砿
さと、地上の社会問題を解決するうえでのわれわれの幼児的未熟さとのこのコントラストは、われわれの知識と技術のシ
ステムがかなり崎形的な発迷と遮げてしまっていることと物鵬っているといってよい」。○・餌の」日日・『社会工学の方法』、
川
Ⅲ
訳
桝
の
《
択
稗
あ
と
が
き
》
一
八
八
瓦
よ
り
引
川
。
（６）級験的には、工学的実践を行う組織の中でさまざまな論争や意見対立が生じうるけれども、蛾終的に統一した意志決定
の
も
と
に
行
為
が
行
わ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
こ
こ
で
言
う
「
順
一
主
体
」
に
あ
て
は
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（７）尻・”・勺・己同雨・『ずの勺・弓ｑｑ・崗恩ｍ８臥・尉日・】①⑭『（久野収・市井三郎訳『歴史主義の貧川』一九六一年、中央公論社）、
社
会
工
学
の
領
域
仮
説
と
限
界
問
題
、．、．ｐロ“」の．シ：一罠ぃ一切（。『勺Ｐこ】・句・一ｑＯａｍ》８ｍ・巳『⑭（川Ｉ・平塚訳「公共政簸決定のための分析」野村総〈Ⅱ
州
前
禍
排
、
所
収
）
訳
桝
、
二
六
、
二
七
画
・
峰、システム開発の専門会社であるゼネラル・リサーチ社会長の鞍ヘン・アレクサンダーの発言である。林雄二郎、
岬
、前掲稀、二二一頁より引川。
→
、
●
ユノ一
